
　６月22日、会社から「労働時間の取り扱いに関するお知らせ」がタブレッ
ト配信されました。
　内容は、①勤務開始前に年休を申請し、時間僅少のため代替え要員の手
配が困難であるなど、業務に支障がある場合には、時季変更権を行使する
ことが基本となる。②年休の時季変更を行った場合には、指定された勤務
に就くまでの時間を「欠在」として取り扱う。というものです。
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●社員・家族のケガや体調不良の場合
●予期しない事態（通勤途上での救護活動）
　などに遭遇した場合
●社会通念上認められる事態でも時季変更権
　の行使となるのか
　との不安の声が出されています。

時季変更権を行使することが基本だが、
●様々な状況があり、判断することになるが、時間僅少と
　ならないようにしていくことが必要。
●管理者の判断となることはこれまでと変わらない。
●コミュニケーションを取りながら働きやすい職場にして
　いく。


